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課題解決先進国カナダから大いに学ぼう！ 
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〇カナダは、合計特殊出生率は 1.32 と少子化が進行してはいるものの、移

民政策が功を奏し、人口増加率は G7 最大、2024 年のカナダの人口は約

4100 万人、今世紀末には人口 1 億人になるという説も。鍵は、現実的で

効果的な移民プログラム。言語、学歴、資格、職歴などを数値化して評価する「ポイント

制度」。カナダは、エネルギー自給率 180 ％、食糧自給率 230 ％と、知る人ぞ知る資源大

国。 

　カナダの、大学など高等教育は、24 年度版世界大学ランキングのトッ

プ 50 に、トロント大学（20 位）、ブリティシュコロンビア大学（42 位）、

マルギ大学（49 位）など、3 校がランクイン。日本は東京大学（29 位）

だけ。 

　栃木県経済同友会の政策策定に向けての調査研究の中に、テーマによっては、カナダの

歴史的な背景を十分学んだうえで、課題解決先進国カナダの取り組みも含ませることを、

新年に当たり、ご提案させていただきます。 

今年もどうかよろしくお願いいたします。 

 

＜参考＞ 

山之内勘治著「カナダ、資源・ハイテク・移民が築く『準超大国』」中公新書 2024 年 12
月 25 日刊 

〇著者は、2022 年より駐カナダ大使です。 

是非、御一読ください。 


